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結核 菌製劑 ノー搬 強壯 作 用 二就 テ ノ研 究

第6報:結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」トA.0.ト ノ ー 般 強壯 作 用 ノ 比 較

京都帝國大學醫學部外科學教室(鳥潟敏授指導)

副手 醤學士 高 安 彰

(6月10日 受理)

緒 言

結 核 菌 「コ ク チゲ ン」ガ他 ノ免 疫 元 二比 シ、 海 狽

二就 テ特 二強大 ナル ー般 強 肚 作 用 テ現 ス コ トガ

立 謹 セ ラ レタ リ(第1報 乃 至 第4報)。

本 報 告 ニ ア リテノ・此 ノー般 強 肚 作 用 ノ・試 獣 ノ種

類 二限 定 セ ラ レタル モ ノナ リヤ否 ヤ テ知 ラ ンガ

爲 二健 常 成 熟 家 兎 二就 テ同様 ノ實 験 テ行 ヒ、 且

ツAOト 結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」トテ 此 鮎 二 於 テ

比 較 スル所 ア ラ ン ト欲 ス。

實験材料

結核菌「ゴクチゲン」

昭和10年(1935)12月27日 鳥潟免疫研究 所 製

品ラ使用ス。

實験動物

膣重2冠 内外 ノ雄性白色健常家兎 ラ使用ス。屋

内 ノ同一 場 所 ニ テ個 々別 々 二飼 養 シ、 諸 條 件 テ

可 及 的 同等 ナ ラ シメ タ リ.食 餌 ノ・毎 日300瓦 ノ

雪 花 菓 テ 自由食 トシテ囁 ラ シ メ、 毎 週2同 適 當

ノ野 菓 ラ少 量宛 與 ヘ タ リ。

實験第1結 核菌 「コクチゲン」ノ彊壮作用

實験方法

艦 重2冠 内外 ノ健 常 白色 家 兎 ラ各群3頭 宛5群

ラ用 意 シ、 結 核 菌 「コ クチ グ ン」ラ 夫 々全 量1.0

妬 、3.0娩 、5.0耗 及7.0耗 テ 各 々3日 間 二 分

割 シテ耳 静 脈 内 二注 射 ス。 此 ノ際封 照群 ノ・何 等

操 作 テ加 ヘ ズ。 而 シテ注 射 終 了後1週 間 毎 二膿

重 測 定 テ行 ヒ、18週 間 ソ ノ 檜 減 推 移 テ 比 較 セ

リ。但 シ本 實 験 二際 シ、 同 時 二特 種 抗 禮 ノ産 生

駄 態 、 或 ノ・其 ノ量 的 推 移 等 テ検 セ ンガ タ メ増 容

反慮 ラ行 ヒ、爲二屡 ≧血液 テ探取 セルガ故、膿

重」曾減 ノ上ニモ大ナル影響 ヲ來 セルガ如 シ。此

ノ際封照動物 ヨリモ同量 ノ血液 テ探取 セルハ勿

論 ニテ、封照動物 トノ比較ニヨリテ、其 ノー般

歌態 二及ボス免疫元 ノ影響 テ知ルテ得 ベ シ。

禮重測定ニハ毎常室腹時(午 前9時 頃)テ 選 ビ、

増加度著明ナルモ ノハ排尿排便 ノ關係 モ顧慮

シ、一定時間 ノ後再 ビ検 シ比較決定セリ。

實験経過

昭 和11年1月10日(1936)實 験 二供 スル家 兎15 頭 ノ耳静脈 ヨリ、3.0妬 宛探血 シ檜容反慮 テ検
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シ以後1週 間 安 静 テ保 タ シム。

1月17日 全 家 兎 ノ購 重 テ1則定 シ、 各群3頭

宛 二群 別 テ定 ム/第1表 参 照)。 而 シテ直 チ ニ次

ノ如 ク第1同 注 射 テ行 フ。

K、 群 働 物 番 號Nr.1,Nr.2,Nr.31結 核 菌

「コ ク チ ゲ ン」静脈 内注射0 .3耗,

Kg群(Nr.6,Nr,7,Nr.R}同 上1.0耗 。
ら

第1表

K,群(Nr.

K,群(Nr.

0群(Nr.

射 セ ズ 。

1月18日

1.0耗 、K

1月19日

10,Nr.11,Nr.12)同 上1.5琵 。

14,Nr.15,Nr.16,同 上2.0耗 。

21,Nr.22,Nr.23♪ 封 照 群 ニ シ テ注

第2同 注 射 ラ 行 フ。K10・3耗 、K

1.5耗 、K2.S頻 …。

第3同 注 射 ラ 行 フ。K,0・4琵 、K・.

結核 菌「コク千ゲ ン」静脈 内注射 ノ場合 ノ家兎髄重 ノ推移
1
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1.O頻E、K,,2.0立 毛、K72.5立 毛。

以 上 ニ テ前 塵 置 ラ終 ル。 注 射 ニ ヨ リ直接 受 クル

影 響 ラ 観 ル タ メ 終 了 翌 日(1月20日)二 罷 重 テ

測 定 シ以後 ハ1週 間 毎 之 テ行 フ.

實 験 経 過 中 ノ全動 物 ノ膿 重推 移 ノ・第1表 二、 マ

タ各群 卒均 龍 重 檜 減 駄態 ハ第2表 及 ビ第1圖 一

示 サ レ タ リ。 但 シ本實 験 二於 テノ・既 二述 べ シ如

ク、 同 時 二増 容反 鷹 ラ検 セル タ メ、注 射 終 了後

屡 ヒ探 血 シ/第1、2、3、6、9、12、13、15、16、17i週

日)、マ タ11週 後 一ハ 葡萄 歌 球 菌 「ワ クチ ⊃」テ・

14週 後 一ノ・AOテ 夫 々微 量 宛 静脈 内 一 澁 射 ス

ル等 種 々 ノ操 作 テ加 ヘ タ リ.勿 論 凡 テ 同様 ノ操

作 ラ封 照動 物 ニ モ加 ヘ タ リ.

所見概括及ビ考察

結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」1耗 、3耗 、5耗 、7耗 ノ

静 脈 内注 射 ノ前 虎 置 ヲ受 ケ タル家 兎 二就 キ、 一

般 獣 態 ノ攣 化 、 特 二 罷 重 ノ 推 移 テ18週 間 観 察

セル ニ次 ノ如 キ所 見 ラ得 タ リ。

第1圖 結核菌 「コクチゲ ソ」注射 ノ場合 ノ家兎盤重塘減 ノ推 移
、
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シ。

2)注 射 量8.0耗 ノ場 合 ノ・、 注 射 後4週 間 ノ・無

前 塵 置 ノモ ノ ト大 差 ナ カ リ シガ、 互 週 頃 ヨ リ次

第 二膿 重 増 加 著 明 トナ リ、9週 後 二於 テノ・各 群

順位次 ノ如 ク、特 二無前虎置封照群 二比 シ大差

テ認 メ得 タ リ(括 弧 内 ノ撒 字 ノ・、 前 庭 置 開始 直

前 二比 シ檜 加 セ ル膿 重 ノ瓦撒 テ示 ス)。

K3(107)>K5(83)>K,`73)>0(-33)>1(1

(-70)

マ タ18週 そ笈二方全テハ次 ノ如 シ。

K,,(153)>Ks(140}>K-(130)>K1(107)>0(87)

(3)注 射 量5.0耗 及 ビ7.0耗 ノ場合 。 最 初3日

間 ノ前 塵 置 中著 明 ノ艦 重減 少 テ來 シ、ソ ノ後2・3

週 間 ノ・封 照 群 ヨ リモt・Ei'加小 ナ ル ガ、次 第 二恢 復

シ第4週 ヨ リノ・、却 ツ テ非 常 二膿 重 檜 加 ヲ來 シ、

上記 ノ如 ク9週 後 ニ ノ・何 レ ノ注 射 量 ニ テ モ封 照

ヨ リ遙 カ ニ大 、1R週 後 ニ テ ノ・殊 二5.0耗 注 射 ノ

場 合 ノ・最 大 値(+153)テ 示 セ リ。 此 ノ際7.0耗

ノ場 合 ノ、3.0耗 注 射 ノ場 合 ヨ リ 小 ナ リ。 即 チ

5.ove=テ 最 大 ノ数 力 テ 現 セ ル ガ、7.0蝿 トナ

レバ 、用 量 過 大 トナ リー般 歌 態 ガ却 ツ テ障碍 セ

ラル。

結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」へ 海 瞑 二於 ケ ル ト同様 、

家 兎 二封 シテ モ亦 タ著 明 ナ ルー 般 抵 抗 力増 進 作

用 域 ノ・一 般 強 肚 作 用)ラ 示 スモ ノニ シテ、 本實

験 二於 ル 如 久 封 照動 物 ガ登 育 二不 利 ナル環 境

即 チ寒 冷 ナ ル氣 候 ト、 再 三 繰 返 サ レタ ル探 血 ニ

ヨ リ、9週 後 二於 テ モ却 ツ テ實 験 開 始 時 ヨ リ禮

重 ノ減 少 ヲ・來 セ ル ニ、 結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」注 射

ノ場 合 ノ・スベ テ著 明 ノ禮 重 檜 加 ヲ來 セ ル ナ リ。

實 験 第2結 核 菌 「コ ク チゲ ン」トAOト ノ比 較

實 験 第1二 於 テ ノ・結 核 菌 「コ ク チゲ)」 ガ、 家 兎

二封 シ テモ亦 タ強 肚 作 用 テ呈 スル事 ガ立 讃 セ ラ

レ タル ガ、 此 際 同時 二檜 容 反 磨 テ モ検 セル ガ タ

メ、頻 同 ノ探 血 テ行 ヒ シテ以 テ、 其 ノ膿 重 曲 線

モ悪 影響 ラ受 ケ タル モ ノ ト考 ヘ ラル(然 ル ニ モ

拘 ラズ強 肚作 用 ノ炊 果顯 著 ナ リキ)。

本實 験 ニ ア リテノ・軍 二前庭 置 ノ ミテ行 ヘ ル場 合

テ實験 結 果 二 匡 シ、 同 時 二 結 核 菌 「ワ ク チ ン」

AOテ モ比 較 研 究 セ ン ト欲 ス。

實験方法

實 験 第1ト 同様 二 結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」全 量3.0

耗 、5.0耗 、7.0耗 及 ビ結 核 菌 「ワ クチ ン」AO全

量1.0琵 、3.0耗 、5.0琵 及 ビ7.0琵 テ 夫 々3

日間二分割 シ、家兎 ノ耳静脈 内二注射 シ、以後

安静 二居ラシメ、注射終了後8週 間其 ノ龍重推

移 ラ観察 セリ。

實験材料

結 核 菌 「コ クチゲ 酒

昭 和10年(1935)12月27日 鳥 潟免 疫 研 究 所 製

品(實 験 第1二 於 ケ ル ト同一)。

結 核 菌 「ワ ク チ ン」AO

昭 和11年(1936)3月18日 有 馬研 究 所 二於 テ

製 造 セ ラ レタ ルAO第2號(豫 防 用)66個(1個

1.1耗 入)ノ 内容 テー 個 ノ滅 菌 容 器 二集 メ、 ヨ ク

混 和 シテ用 フ。

實験経過

膿重1800瓦 乃至1950瓦 ノ白色健常家兎ラ1群

4頭 宛8群 テ用意 シ、次 ノ如 ク前庭置テ行 フ(家

兎艦重、群別第3表 蓼照)。

3月28日(1936)膿 重測定後第1同 注封施行。

AO1群AOO.3耗 耳静脈 内注射

AO,群AO1.O立 毛 同 一ヒ

AO,,群AO1.5立 毛 同 上

AO7群AO2.0琵 同 上

K群 結 核 菌 「コ ク チゲ ン」1.0耗 同 上 注 射

K,群 結 杉蘇i「コ ク チゲ ン」1.5琵 同 上
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K7群 結 核 菌 「コ ノ7チ ゲ ン」2.0琵 同 上

0群 封 照 群 ニ シ テ注 射 ヲ 行 ノ・ズ。

3月29日 第2同 注 射 。 注 射 量 次 ノ如 シ。

AO,0.3琵 、AO・ 、及 ビK31.0耗.AO・,及 ビ

K,1.5蝿 、AO7及 ビK72.5琵 。

3月.30日 第3回 注 射 。 注 射 量 次 ノ如 シ。

AO、0.4琵 、AO・;及 ビK,,1.0琵 、AO5及 ビ

K-,2.0蝿sAO7及 ビK72・5蝿 。

以 上 ニ テ 前庭 置終 了。 翌31日 膣 重 測 定 、 以後

何 等 操 作 テ加 フル事 ナ ク安 静 二居 ラ シメ、5月

25日 二至 ル迄8週 闇其 ノ 膿 重 推 移 ラ観 察 セ リ。

實 験 経 過 中 ノ各群 家 兎 罷 重 推 移 ノ・第3表 二、 マ

タ群 別 檜 減 状 態 ノ比 較 ノ・第4表 及 ビ第2圖 、 第

3圖 二示 サ レタ リ。

第3表 結核菌 「コクチゲ ソ」乃至AO静 脈 内注射 ニ ヨル家 兎髄重 ノ推移

群 別

(注 射・量)

家兎
番號

28/皿 31/皿 6/IV 13/1V 20/1V27/1V 41V 11!V 18/V 251V

注射前
、髄 重

是終注射
翌 日

最終注射
後1週

,,

2週
,,1,,

3週14週

,,

5=週

,,

6週
,,

7週
,,

8週

AOl

r1.0蝿 、

2}
11950 1950[2000 2000 19501 2020 2000 2000}2050 2080

1870
1 182.1 1800 1830 1850 1850 1860 183011850 1870

1 190011880
1

1840 1820 1880 、9。。1、9。 。1
1

1890 1920 1920

1

～

3
--

4

5

6

一

1800 1800 1780 1800 1820 1850 1850 1850 1860 1880

1850 1830 1830 1850 1870 1900 1900 1920[920 1950

AO3

(3.0耗)

皿 一 一　

AO5

(5.0招i)

193011850 1880 1900 1920 1950 1930
9

195011970 1980

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

21
一 一

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

35
一 一

36

37

38

18001780 1780 1780 1800 1840 1820 1820 1850 1880

1850i1800 1820 1820 1850 1900 1900 1900 1910 1920

1950
i1910

1930 1900 1900 1950 1930 1930 1970 1970

1800 1770 1750 1730 1800 1820 1820 1800 1800 1ε50

1950 1880 1920 1940 1920 1950 1940 1930 1950 1950

、80・117501,750 1770 1800 1810 1850 1840 1840 1850皿

AO7

(7.0蝿)

・95・i・95・ i『1930 1930 1950 1970 2000 1980 2000 2050

1900 1850 1850 1850 1800 1830 1850 1850 1830 1850

1850 1700 1750 1700 1720 1750 1800 1820 1820 1820

1850 1750 1790 1820 1850 1850 1840 1870 1870 1880

1800 1820 1800 1820 1850 1880 1900 1⊆00 1930 1950

1950 1920 1900 1880 1900 1930 1950 1970 2000 2000

K3

(結 核 菌
「コ ク チ

ゲ ソ13.〇一

頭…)

1950 1950 2000 1950 2000 2000 2020 2000 2000 2080

1850 1800 1820 1820 1870 1890 1920 1900 1920 1950一

K5

(5.0耗)

1950 11950
1

1900 1880 1930 1970 2000 2000 2050 2050

1850・1800 1770 1750 1800 1820 1870 1850 1870 1900

195011900 2000 2000 2070 2110 2100 2080 2100 2130
1

1800 17801800
`

1850 1850 1850 1850 1880 1890

一

1920一

K7

(7.0黄 …)

_一 一『-

0
封照群

(無 前塵 置)

1900 1850i1830 1850 1830 1880 1900 1920 1950 1950

1800 1770「1770 1790 1820 1850 1820 1820 1850 1880

1850 ・83引18・ ・ 1800 1800 1820 1870 1850 1850 1850

1900 1800
1

1910 1950 1980 2000 2000 2020 2020 2050

1800 1780 1820 1800 1820 1820 1850 1850 1870 1900

1850 1850 1820 1820 1830 1850 1$40 1800 1850 1880

1900 1870 1850 1900 1900 1930 1900 1880 1900 1880

1950 1970 1950 1930 1950 1970 1950 1970 198012000一
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所見概括及ビ考察

同 時 二結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」3.0蝿 、5.0琵 、7.0耗 置 セ ラ レタル 各家 兎 二就 キ前塵 置後8週 間 其 ノ

及 ビAO1・0琵 、3・0琵、5.0耗 、7.0耗 テ以 テ前 塵 罷 重 推 移 テ観 察 セル ニ次 ノ如 キ所 見 ヲ得 タ リ。

第4表 各群別髄重培減 ノ推移(各 群1000頭 牛均)

鍛 撃 副 讐闇 、適後i2翻3鰍
無 前 庭 器 群 一7.5

-i-

iJo'、_17.5

3.Ol-12.5
AO

菌

チ

核

ク

ソ

結

コ
ゲ

一⑳ ロ ー47・5
7.Ol-75.0

3.Ol-15.0

5.0:-3D.0

7.Ol-50.0

一一15 。Oi-12・5

_25 .o「==i需 一

一30 .0;-20.0

0

-5 .0

2.1

一37 .5

-57 .5

=40・Ol-20・0
-62 .51-57.5

τ 薦 一10 .0

4逸後15翻6激

ll…1際i・lll
40。OI30.040.0

5.0

7・51

一37 .5{-15.0

　 へ
37.5160.0

リリ

欝

lllill57'5

一32 .5

-35

(1)結 核 菌 「コ ク チゲ ン」注 射 ノ場 合

一5 .0

-15 .0

25.0
_5 .6f

各 群 別膿 重 増減 ノ推 移 二就 テ観 ル ニ 「第4表 、第

2、3囲)、 注 射 期 間 中封 照 動 物 即 チ 何 等 注 射 テ

行 ノ・ザ リ シ群 二於 テ モ 梢 ≧膿 重減 少 テ 來 セル

ガ、 結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」 注 射 ノモ ノニ テノ・、

3・0耗 、5.0耗 、7.0耗 何 レ ノ場 合 二於 テモ封 照

ヨ リ減 少 度 大 ニ シテ、 ソ ノ大 イサ ノ・注 射 量 二

略 く正 比例 ス。

併 シ其 ノ後 次 第 二 各群 トモ禮 重増 加著 シ ク、3.0

耗 ノ場 合 ノ・約1週 間 、5.0妬 デノ・2週 間、7・0耗

デハ4週 間 ニ テ、 最 初 ヨ リ ノ膣 重檜 加度 ハ封 照

第2圖 結 核菌 「コクチゲ ソ」注射 ノ場 合 ノ

盤重塘減 ・推移

～

亀5

弓

K

K

K

0

45.0162.5

25.0「35.0

10.0,015.0

-5 .0-5.O

llilik/.8-li
40.0155,01

100

50

儲睾0

藩

婆 ∫.

》 一、。。

/イ
,

/ ./"

ノノ、/
//

//

ζグ 斐 ク

,,

8週 後

45.0

一

57.5

75.0

30.0

15.0

L　

95.0

107.5

70.0

86シ4320
津
射
顛
簡

週過↓

群 ト同等 トナ リ、其 ノ後 ノ・更 二大 トナ リ、 殊 二

5・0耗 注 射 ノモ ノ ニ著 シ ク、結 局8週 後 二於 テ

檜 加 程度 次 ノ如 ク顯 著 トナ リタ リ。

K∫,(107.5)>K3(95.0)>K,(70.0)>0(45.0)

(2)AO注 射 ノ場 合

AO注 射 ノ場 合 モ其 ノ注 射 時 間 ニ ノ・何 レモ封 照

ヨ リモ著 シク禮 重 減 少 ラ來 ス
。 此 ノ際 モ其 ノ減

少度 ノ・注 射 量 二略 ≧正 比 例 ス。

結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」ノ場 合 ト比 較 スル ニ、 同 量

二於 テハAO二 於 テ膿 重 減 少 量 遙 カニ大 ナ リ
。

例 ヘ バ3・0耗 ノ場 合AO-一 一42.5瓦 二封 シ、結 核

菌 「ゴ クチ ゲ ン」-15.0瓦 、5.0耗 ノ場 合 ノ・AO

-47 ・5瓦 二i封 シ「コ クチ ゲ ン」-30.O瓦
、 用量

第3圖AO注 射 ノ場合膣重 塘減 ノ推移

}OO

5C

li

・ 侭け 一

重 一so

減

↑ 一一Ioo

2り
窪
爵
顛
簡

週過↓

AO3

AO。

O

AO5

AO7
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7.0耗 ニ テノ・AO-75.0瓦 二封 シ「コ ク チゲ)」

-50 .0瓦 ナ リ。

注 射 終 了後AO1.0耗 、3.0耗 注 射 群 デノ・約3

週 間 ニ テ封 照 ト等 シ クナ リ、 其 後 ノ・却 ツ テ檜 加

度 著 明 トナル。 即 チ「つ クチ ゲ ン」注 射 ノ場 合 ノ

如 シ。

5.0琵 ノ場 合 ハX4週 間 ニ テ略 く同等 トナ リ其

後 罷 重 増 減 状態 ノ・封 照群 ト大 差 ナ シ。

7・0琵 ノ場 合 ハ次 第 二艦 重 テ恢 復 セル モ、8週

間 後 二於 テ モ猫 ホ封 照 ヨ リモ檜 加 度 遙 カニ小 ナ

リキ。

即 チAOニ テノ・「コ ク チゲ ン」ト拉 行 的 ナ ル大 量

注 射 子行 フ時 ノ、特 二禮 重増 加 テ來 ス=1ト ナ シ。

(3)AOト 結 核 菌 「コ ク チゲ ン」トノ封 決

健 常 家 兎 二封 ス ルー般 強 肚剤 トシテAOニ ヨ リ

テ達 成 シ得 タ ル最 大 数 果 ハ 用量3.0琵 ノ場 合 ニ

シテ、 用 量 ガ ソ レ以 下 ニ テ モ ソ レ以 上 ニ テ モ数

果 ノ、小 ナ リ(第4表)。

爾他 同 一條 件 ノ下 二於 テ結 核 菌 「コ ク チゲ 》」ニ

ヨ リ テ到達 シ得 タ ・レ最大 数 果 ノ・用 量5.0琵 ノ揚

合 ニ シテ、 用 卸 ガ ソ レ以 下 ニ テ モ、 ソ レ以 上 ニ

テ モ敗 果 ハ小 ナ リ(第4表)。

今 ヤ此 ノ如 クー 方 ノ・AO、 他 方 ノ・結 核 菌 「コ ク

チ ゲ ン」一 ヨ リテ各 自 一 達成 シ得 ル 最 大 ノ強 肚

作 用(膿 重 ノ推 移)テ 曲 線 テ以 テ封 比 セ ル ニ第4

圖 ヲ得 タ リ。

第4圖 二現 レタル所 見 一 ヨ リテ 結 核 菌 「コ ク チ

ゲ ン」ノ・AOヨ リモ絶 封 的 二大 ナ ルー 般 強 肚 作

用 テ有 スル モ ノ ナル コ トテ認 メザ ル テ得 ズ。

帥 チAOノ ・結 核 菌 「コ ク チグ ン」二比 ス レバ、第

一 其 ノ作 用 域(Wirkungsbreite)小 ナ ル モ ノニ

シテ、AO一 テ ノ・一 般 張 壮 作 用 テ幾 現 セ シムル

目的 二 向 ツ テ家 兎 二封 シ3.O頭 …以 上 テ使 用 スル

コ ト不 可 能 ナ ル ニ反 シ、 結 核 菌 「コク チ ゲ ン」ニ

テ ノ・優 二5・0耗 テ使 用 シ得 タ リ。 是 レ實 二AO

ノ・「イムペ ヂ ンJテ 含 有 シ 且 ツ 毒 力 大 ナ ル ニ 反

シ、 結 核 菌 「コ ク チゲ ン」ノ・「イム ペ ヂ ャ」テ含 有

セ ズ且 ツ毒 力 小 ナ ル ノ致 ス所 ナ リ。

第4圖

最大 強牡 作用(器 重推移)二 立脚 セルAO1・

結核 菌 「コクチ ソ」トノ勤 決(第4表 乃至第

2、3岡 二俵 ル♪

800

50

膿0

重

減 一SO

盆

Y-,。 。

Ol23ヰ5G78

→前虜置終 了後経過 セル週倣

1=AO二 依ル最大強肚作用

ll=結 核菌 「コクチ ゲ ン」二俵 ル最大 強牡 作用

T=前 虜 置終 了 ノ翌 日二於 クル試獣群艦重 ノ増減

雨 者 免疫 元 ガ各 自 二達 成 シ得 ル最 大 張 肚作 用 一

至 リテ ノ・、 前 虎 置 後8週 間経 過 ニ テAO動 物 ノ・

75.0瓦 ノ膿 重 壇 加 ナル ニ封 シ結 核 菌 「コ クチ ゲ

ン」ニ テノ、107.5瓦 ノ禮 重 増 加 ヲ 來 シタ リ。 是

マ タ實 二AOノ ・「イムペ ヂ ン」テ含 有 シ、毒 力大

ナル ニ比 シ、 結 核 菌 「コ ク チゲ ン」ノ・「イ ムペ ヂ

ン」テ含 有 セ ズ、 毒 力 小 ナ ル ノ ミニ止 ラズ、AO

二比 シ(特 殊 性乃 至 非 特 殊 性)免 疫 元 性 能 働 力 モ

亦 絶 封 二大 ナ ル ノ致 ス所 ナ リ ト考 ヘ ザ ル ベ カ ラ

ズ。

「イ ムペ ヂ)」 學 読 二從 ヘ バ 「イム ペ ヂ 》」テ含 有

入ル免 疫 元 ニ ア リ テハ 非 特殊 性 及 ビ特 殊 性 ニー

切 ノ喰燈 作 用 ガ 庶 癖(Paralisierung)一 陥 リ阻

害 セ ラル ・モ ノナ リ。 從 テ 「イム ペ ヂ ン」含 有 抗

原 ノ・然 ラザ ル モ ノヨ リモ毒 力 大 ナ ・レモ ノナ リ。

蓋 シ喰 儘 作 用大 ナル 場 合 二於 テ ノ・毒作 用 ノ・輕 減

セ ラル ・モ ノナ レバ ナ リ(免 疫 學 的Trias{i)) 。

第1報 以 下 第5報 ノ 實 験 結 果 ニ テハ 「イム ペ ヂ

ン」ノ有 無 ガー 般 強 肚 作 用 ノ 有 無 テ 示 現 スル所

以 二非 ズ シテ、 一 般 強 肚 作 用 ナル モ ノノ・實 二結

核 菌 製 剤 二通 有 ナ ルー 種 ノ作 用 二他 ナ ラザ ル ナ

】:Torikata,R.,DieImpedinerscheinung,1.c.S.475 .
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ヂ

反

時

何

ペ

ニ

ル

。

ム

之

ザ

シ

イ

ラ

ベ

も躍
謙驚レ

ノ

固

ノ

ィ

人

ノ

据

が

現

.咄
曇

リ

然

ン

シ

バ

結

1)AOト 結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」(TBKI)ト テ 爾

他 同一 條 件 ノ下 二於 テ健 常 家 兎 二前庭 置 ト シテ

用 量3.O耗 ニ テ ノ・AO動 物

"5 .0・ ・AO

"7.0"AO

即 チAOノ ・TBKIヨ リモ 毒力 大 ナ リ。

21用 量 テ遍 加 ス ル ー・トニ ヨ リテ可検 成 剤 ガ達

成 シ得 ル限 リ ノ最 大 強 肚作 用1膿 重 檜 加 作 用 ♪テ

比 較 セ ル ニAO一 テ ノ・用 量3.0耗 ノ場 合 、TBKI

ニ テ ノ・用 量5.0耗 ノ場 合 ニ シテ、 前 庭 置後8週

間 ニ テ ハ膿 重 ノ増 大 程 度 ノ・下 ノ如 ク ナ リタ リ.

AO(用 量3.0耗)ニ テ ハ 十75.0瓦

TBKI(用 量5.0琵 〉一 テノ・ 十107.5瓦

3)AOノ ・TBKIヨ リモ 毒 力大 ナ ル ガ 爲 二健

常 家 兎 ノ 強 肚剤 ト シテノ・AO・ ・3.0耗 以 上 テ

注 射 スル コ ト能 ノ・ザ リ シニ 反 シTBKIノ ・5.0

耗 テ注 射 シ得 タ リ。

此 際 後 者 ノt>8(果ハ遙 カ ニ前 者 テ凌駕 セ リ。 即 チ

AOノ ・TBKI二 比 シ作 用 域(Wirkungsbreite)

モ、 最 大 数 果 モ、共 二何 レモ劣 弱 ナ リ。 是 レ「イ

ム ペ ヂ ン」テ 含 有 スル 抗 原 ト「イム ペ ヂ ン」破 却

抗 原 トノ 根 本 的 差 別 ナ リ(AOガ 「1ム ペ ヂ ン」

テ含 有 シ、TBKI一 テ ノ・「イムペ ヂ ン」ガ破 却 セ

ラ レ居 ル コ トニ就 テノ・從 來 ノ研 究 登 表 ニ ヨ リテ

立 謹 既 二十分 ナ リ)。

4)結 核 菌 成 剤 ノ・他 ノ菌 種 二比 シ、特 殊 性 、 非

特殊 性)免 疫 作 用 以外 二、 一 種 固 有 ノ生 物 學 的

作 用 テ 有 スル モ ノナ リ。 是 即 チ ー 般 張 肚 作 用

(allgemeineroborierendeWirkung>ナ リ。而

シテ此 ノ作 用 ハ 海 狼 家 兎 ノ ミナ ラズ人 類 二於 テ

モ登 現 スル モ ノ ト考 ヘ ラル(庄 山論 文容 照 〉。

トナ レバAOガ 「イム ペ ヂ ン」テ 含 有 シ、 結 核

菌 「コ クチゲ ン」ガ之 テ含 有 シ居 ラザ ル コ トニ就

テ ノ・立 謹 既 二十 分 ニ シテ何 等 異 論 テ播 ム ノ絵 地

無 キ ガ故 ナ リ。

論

注射 シタル ニ、 注 射 完 了 ノ翌 日ニ ノ・下 ノ如 キ程

度 ノ膿重 減 少 テ示 シタ リ。

-42 .5:TBKI動 物 一15.0

-47 .5:TBKI-30.0

-75 .0:TBKI-50.0

5♪ 上記 ノ 固有 作 用 ハ 結 核 菌 成 剤 ガ「イム ペ ヂ

ン」ヲ含 有 ス'レ時 ハ、 其 ノ 含 有 程 度 ノ 大 ナ ル ニ

從 テ盆 く微 弱 二 顯 現 セ ラル ・モ ノナ リ。 ∫1;「ツ

ベ ル ク リ ン」
、AO等 ニ ハ 此 ノ 強 壮 作 用 全 然 立

謹 セ ラ レザ ル カ、或 ノ・甚 グ 微 弱 ナ リ。 「イム ペ

ヂ ン」テ 破 却 シタル100℃20分 加 熱 善 「ツ〈ごル

ク リ ン」ニ ア リテノ・此 ノ 固 有 作 用r強 肚 作 用1ハ

明 白 一更 生 シ來 ル。

6)各 種 結 核 菌成 剤 ヨ リ「イムペ ヂ ン」テ破 却 ス

ベ キ モ ノタ ル コ トノ・抗 原 能 働 力 檜 張 及 ビ毒 力 減

弱 、 從 テ マ タ作 用域 ノ檜 大 二向 ツテ意 義 アル ノ

ミニ止 ラ礼 此 種 成 剤 二 固 有 ナ ル ー般 的 強 壮

(膿重 増 大)作 用 テ十 分 二顯 現 セ シメ以 テ治療 豫

防 剤 トシテ ノ敷 果 ヲ登 揮 セ シムル 上 二於 テ モ實

用 上 ノ意 義 大 ナル モ ノナ リ。

7}換 言 ス レバ 「イム ペ ヂ ン」テ含 有 スル 細 菌 成

剤 殊 二結 核 菌 成 剤 ノ・其 ノ 含 量 ガ大 ナ ル 程 毒 力

大 、 作 用 域 小 一 シテ、 用 量 ガ少 シク大 二失 スル ・

時 ハ忽 チ不 測 ノ毒 作 用 テ示 ス ノ之ナ ラズ、 免疫

敷 果 モ 劣弱 、 一 般 弓星壮作 用 モ陰 性 ニ シテ何 等 實

用的 贋 値 無 キ モ ノナ リ。

8♪ 國 家 ・速 カ ニ「イム ペ ヂ ン」ノ 害 毒 テ 認 識

シ・ 法律 テ以 テー切 ノ細 菌 成 剤
、 特 二結 核 菌 各

種 成 剤 中 ヨ リ「イム ペ ヂ ン」テ破 却 スベ キ コ トテ

規 定 スル テ要 ス。
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